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各種学校の外国人幼稚園への「幼保無償化」適用を求める要請書と

署名３７,１７８筆を兵庫各団体・保護者代表が関連府省に提出!! 

 

7 月 15 日、兵庫の朝鮮学校関

係者及び支援団体代表７人が東

京永田町の参議院議員会館を訪

れ、兵庫県下同胞と日本の方々

の思いがこもった３万７１７８筆（４,

４０７枚）の署名と要請書を内閣府、

文部科学省、厚生労働省の担当

者に提出いたしました。 

 

要請内容は二つあり、各種学

校も無償化対象と認め、朝鮮学

校幼稚部のすべての園児たちの

保育料を無償化すること、各種学

校の幼児教育・保育施設を幼児

教育類似施設等の新たな支援の

対象として認めることを求めるもの

で、内閣総理大臣をはじめ各府

省の大臣に宛てて幼保無償化適

用を求める兵庫保護者連絡会・

日朝友好兵庫県民の会など４団

体の連名で要請いたしました。 

要請団代表の金錫孝・兵庫朝

鮮学園理事長は「3 万 7 千筆の署

名のために多くの日本人の方々

が力を尽くしてくれた。そのような

協力の中で、宝塚市では外国人

学校幼稚園に幼保無償化を求め

る請願が採択された。朝鮮幼稚

園も保育の必要性と実態がある

にも関わらず除外されていること

は、狙い撃ちされているような制

度設計にしか考えられない。朝鮮

半島出身、朝鮮幼稚園というそれ

だけで差別され、区別されること

は悲しい。署名に込められた多く

の方々の気持ち、思い、重みを受

け止めて善処してほしい。」と要

請内容の主旨と思いを伝えました。 

 

続いて兵庫要請団全員が、そ

れぞれの思いを投げかけました。 

金明美・兵庫朝鮮学校オモニ

会連絡会会長は、「私たちは、日

本と朝鮮の悲しい歴史の中で日

本に住んでいる。そのような中で

朝鮮学校は、高校無償化、幼保

無償化から排除され、新型コロナ

支援対策の学生支援緊急給付金

からも朝鮮大学校が排除された。 

国連でも朝鮮学校への差別はし

てはいけないという日本政府への

勧告が出ているにも関わらず、日

本政府が幼保無償化から除外し

たことを、どう思われますか。」と涙

ながらに訴えました。 

 

紹介議員として同席してくださっ

た立憲民主党・水岡俊一参議院

議員は、「今日はオモニたちの思

いを直接聞いた。行政の方には

相手の立場になって考えてほし

い。行政は知らずのうちに、明ら

かに民族差別、民族対立を生み

出している。各種学校にもマスク

を支給した厚労省は差別を是正

するきっかけを作っているのでは

ないか。内部から変革していくた

めにも、持ち帰り仲間に思いを伝

えてほしい。」と発言されました。 

この度の要請は署名運動の締

めくくりではなく、二つの要請内容

を必ず実現させるため、「幼保無

償化」適用を求める署名運動をイ

ンターネット署名も含めてより広範

に、活発に推し進めていく大きな

契機となります。 

みなさん！100 万人の目標達成

まで、引き続き署名運動へのご協

力をよろしくお願いいたします！ 
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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 緊

急事態宣言を受けて休校と

していた期間が終わり、多く

の子どもたちが６月１日、一

斉に登校しました。 

以前と変わらない風景を

取り戻しましたが、マスクを

着け、感染に気をつけながら

の日常となりました。 

キムチ作業・給食・掃除・

音楽の授業はマスク、フェイ

スシールドなど防疫対策を

して行っています。又、本校

では緊急事態期間いち早く

遠隔授業を取り入れ学習指

導対応し、今年度の目標であ

る「勉強模範学校」を目指し

て頑張っています。 

学校再開、児童が元気に

登校 

入園・入学式 

引き続きコロナウイルスが猛威をふるう中、たくさんの不安や心

配事がありましたが、4月 1 日、ウリハッキョ講堂にて、2020 学年度

入学式及び入園式を無事に行う事ができました。 

マスクの着用や場内の換気はもちろん、参加者たちが密接するこ

となく、席も間隔を空けながら、細心の注意をはらいました。 

新入生 4 名、新入園児 4 名は保護者、同胞たちの温かい拍手の中、

心のこもった数々のプレゼントを手に、かわいい目をきらきらさせ

ていました。臨時休校となり、不安の中で始まった 2020 年度ではあ

りますが、共に協力してこの難局を乗り切りましょう！ 

新型コロナウイルス禍の中での活動 

児童たちの教育環境を整えるため、学校の倉庫や三階の整理整

頓、除菌活動を全員で行いました。 結果、何年ぶりでしょうか。 

かつての図書室が、『図書室兼生徒会室』として復活することにな

りました。 

新型コロナウイルスの影響で困難な状

況が続く中、ドミノ・ピザ伊丹昆陽南店で

は、地域社会への支援活動として、本日、

本校にも全校生に50枚のピザが届けられ

ました。 

児童、園児たちはピザを目の前にして、

大興奮。 

マスクにゴム手袋をつけ、お皿にとり

わけるソンセンニンたちの予想を裏切

り、大量のピザはあっという間に完食と

なりました。 

宝塚市幼保無償化 

６月２６日、宝塚市議会本会議で「幼保無償化から除外された外

国人学校幼稚園に救済措置を求める請願」が賛成 14 人,反対 11 人

で採択されました。 

特に賛成討論を頂いたで北野議員、田

中議員、梶川議員の討論は本当に感動し

心温まる内容でした。 

朝鮮学校を支える宝塚市民の会を中

心に各団体、宝塚議員の皆様に感謝いた

します。 
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こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
年
齢
・
性
別
・

国
籍
・
民
族
な
ど
問
わ
ず
等
し
く
大
き
な

災
い
と
し
て
ふ
り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。 

県
下
朝
鮮
学
校
も
兵
庫
県
指
針
等
に

よ
り
、
公
立
学
校
同
様
、
休
校
を
余
儀
な

く
さ
れ
子
ど
も
た
ち
は
自
宅
待
機
、
リ
モ

ー
ト
学
習
等
で
不
安
な
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。
保
護
者
は
幼
い
子
ど
も
の
た

め
、
休
職
や
退
職
を
強
い
ら
れ
経
済
的
打

撃
は
図
り
し
れ
ま
せ
ん
。
兵
庫
県
私
学
教

育
課
の
ご
協
力
に
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

対
策
は
じ
め
県
の
施
策
な
ど
随
時
ご
連

絡
を
頂
き
、
そ
れ
に
応
じ
感
染
拡
大
防
止

策
の
徹
底
な
ど
対
応
出
来
ま
し
た
。 

し
か
し
、
一
方
で
朝
鮮
学
校
は
じ
め
外

国
人
学
校
は
「
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業

費
補
助
」
に
お
い
て
感
染
症
対
策
の
マ
ス

ク
等
購
入
支
援
事
業
の
み
に
限
定
さ
れ
、

そ
の
他
感
染
予
防
支
援
や
休
業
期
間
中

に
発
生
し
た
経
費
へ
の
補
助
等
は
一
切

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、

「
学
校
再
開
に
伴
う
感
染
症
対
策
・
学
習

保
障
等
に
係
る
支
援
」
「
学
生
支
援
緊
急

給
付
金
」「
高
校
生
等
へ
の
就
学
支
援
・
家

計
急
変
へ
の
支
援
」
等
は
対
象
外
と
さ

れ
、
一
切
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。 

第
２
波
に
よ
る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、
安
心
を

確
保
し
学
び
を
保
障
す
る
す
る
と
共
に
、

感
染
防
止
・
防
疫
の
観
点
よ
り
３
密
を
避

け
る
な
ど
諸
対
策
を
講
じ
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
外
国
人
学

校
に
は
対
コ
ロ
ナ
支
援
策
が
殆
ど
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
（
児
童
一
名
当
り
一
七
〇

円
上
限
の
マ
ス
ク
購
入
費
支
援
策
の
み

適
用
） 

そ
れ
に
よ
り
、
外
国
人
学
校
は
大
き
な

負
担
を
強
い
ら
れ
る
と
こ
と
と
な
り
、
保

護
者
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
外
国
人
学
校
に
通

う
と
い
う
だ
け
で
、
区
別
・
差
別
さ
れ
て

い
る
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ご
周
知
の
よ
う
に
朝
鮮
学
校
に
対
す

る
自
治
体
よ
り
の
助
成
金
は
私
立
学
校

は
も
と
よ
り
、
他
の
外
国
人
学
校
に
比
べ

て
も
非
常
に
少
な
い
中
、
多
く
の
方
々
の

ご
支
援
、
協
賛
等
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
的
な

打
撃
に
よ
り
各
学
校
へ
の
寄
付
金
も
減

少
し
、
学
校
運
営
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
て
お
り
ま
す
。 

政
府
・
自
治
体
に
対
す
る
要
請
、
及
び

県
下
各
学
校
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

兵
庫
朝
鮮
学
園 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
！ 

「
兵
庫
朝
鮮
学
園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
に
ご
入

会
の
上
、
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

【
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
概
要
】 

ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
を
ご
支
援
く
だ
さ
る
方
の
会
で

す
。
皆
様
の
会
費
を
各
学
校
に
て
教
育
設
備
の
充

実
な
ど
運
営
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

会
費
は
毎
月
も
し
く
は
一
年
毎
に
ご
指
定
の

金
額
、
方
法
で
集
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 【
集
金
方
法
】 

以
下
の
方
法
よ
り
お
選
び
く
だ
さ
い
。 

①
各
学
校
指
定
の
口
座
で
の
自
動
引
落
し 

②
集
金
代
行
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
自
動
引
落
し 

 
 

※
金
融
機
関
を
問
い
ま
せ
ん
。 

③
そ
の
他
の
方
法(

手
集
金
な
ど) 

コ
ロ
ナ
対
策
で
も
区
別
・
差
別
が 


